
◎「能登を忘れない」との信念で
金沢法人会会長 律鳥山 庄市

◎税務行政の円滑な運営に対する
御理解と御支援に感謝ィ申し上げます
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◎金沢のならわし口飾 苺金花糖
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
ム」
健
勝
に
て
新
し
い
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
法
人
会
活
動
に
ご
理
解
、
」^
協
力
を
賜

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
発
生
か
ら
二
年
、
豪
雨
災
害

か
ら

一
年
半
の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。
国
や
自

治
体
の
懸
命
な
取
り
組
み
や
民
間
団
体
の
協

力
、
そ
し
て
何
よ
り
も
被
災
さ
れ
た
方
々
の
粘

り
強
い
復
旧
へ
の
努
力
の
お
陰
で
、
徐
々
に
徐
々

に
復
興
の
形
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、建
物

の
解
体
が
進
ん
だ
結
果
、
能
登
の
各
地
で
広
大

な
空
き
地
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
人
口
流
出
も

顕
著
に
な
り
、
生
業
再
建
に
と
っ
て
大
き
な
足

か
せ
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
農
林
漁
業
や
観
光
振
興

な
ど
へ
の
よ
り
一
層
の
具
体
的
な
施
策
、
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

創
造
的
復
興
を
目
指
し
て
、
官
民
連
携
の
提

彗
甲
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
中
、
私
達

法
人
会
会
員
も
何
が
で
き
る
か
、
何
を
す
れ
ば

能
登
の
復
興
に
寄
与

で
き
る
の
か
を
考
え
、

日
々
の
事
業
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
思
い
を
持
ち
な
が
ら
昨
年
は

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
本
年
も

「能
登

を
忘
れ
な
い
」
と
で
つ
信
念
を
も
っ
て
対
応
し

て
い
く
所
存
で
す
。
お
陰
さ
ま
で
、
昨
年
は
久

し
振
り
に
会
員
数
が
純
増
し
、
全
法
連
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
ウ」
れ
も
会
員
増
強
に
ご
尽
力

頂
い
た
役
員
、
ハＡ
員
皆
さ
ん
の
ご
努
力
の
賜
物

と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
引
き
続
き
法

人
会
活
動
の
意
義
を
説
明
し
、
各
種
事
業
に
大

い
に
プ

ラ
ス
に
な
る
こ
と
を
ご
理
解
頂
き
、
本
ボ

員
増
強
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

税
制
に
対
す
る
大
事
な
提
言
や
各
委
員
会
、

地
域
支
部
の
活
動
も
活
発
に
行
な
わ
れ
、
更
に

は
女
性
部
会
、
主目
年
部
会
が
取
り
組
ん
で
い
る

租
税
教
育
に
関
す
る
活
動
も
大
切
な
も
の
と

思
い
ま
す
。
「Ｋ
Ｉ
Ｄ
／
Ｓ
　
Ｆ
Ｅ
Ｓ
」
を
は
じ
め

お
世
話
を
さ
れ
る
関
係
者
は
大
変
で
し
ょ
う

が
、
関
係
者
の
評
価
も
高
く
、
組
織
の
活
性
化
、

連
携
の
強
化
に
結
び
つ
く
活
動
と
し
て
継
続

を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

本
年
も
、
法
人
会
の
各
種
取
り
組
み
が
、
皆

様
方
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
わ
り
な
が
ら
少

し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
そ
し
て
納
税
意

識
の
高
揚
に
結
び
つ
け
ば
と
念
じ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

十
月
十
六
日

（木
）
、
第
四
十

一
回
法
人

会
全
国
大
会
が
高
知
市
の
高
知
県
立
県
民

文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
鶴
山
庄
市
会

長
以
下
、
米
澤
卓
也
。本
村
道
明
。多
田
隆

保
副
会
長
、土
口
谷
哲
朗
・黒
田
朋
宏
理
事
、

村
井
啓
祐
専
務
理
事
の
七
名
が
出
席
し
ま

し
た
。
第

一
部
の
式
典
は
山
元
文
明
高
知
県
連

会
長
に
よ
る
開
会
の
辞
で
始
ま
り
、
斎
藤

保
全
法
連
会
長
の
主
催
者
挨
拶
、
江
島

一

彦
国
税
庁
長
官
の
祝
辞
に
続
き
、
ハム
員
増

強
や
福
利
厚
生
制
度
推
進
な
ど
に
顕
著
な

成
果
を
上
げ
た
県
連
・単
位
会
に
表
彰
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
△中
和
八
年
度
税
制
改
正
に
関
す

る
提
言
や
税
制
改
正
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
択

さ
れ
、
青

年

部
会
に
よ
る

租
税
教
育
活

動

や

「
健
康

経

営
」
取
組

み
に
つ
い
て

報

告

の
後

、

大
会
宣
言
を

行

っ
て
閉
会

し
ま
し
た
。

第
二
部
で

は

（株
）
都
築

経
営
研
究
所

代
表
取
締
役
の
都
築
富
士
夫
氏
に
よ
る
記

念
講
演
「変
化
の
時
代
の
経
営
、
危
機
を
チ

ヤ
ン
ス
に
」
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

○
社
会
保
障
に
充
て
る
消
費
税
の
減
税
は

慎
重
な
検
討
が
必
要
。
将
来
世
代
に
ツ
ケ

を
回
さ
な
い
仕
組
み
作
り
を
！

○
「金
利
の
あ
る
世
界
」
へ
の
回
帰
を
踏
ま
え
、

金
融
市
場
の
動
揺
を
招
か
な
い
財
政
運

営
を
！

○
企
業
へ
の
過
度
な
社
会
保
険
料
負
担
を

抑
制
し
、
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る

税
制
措
置
を
！

○
本
格
的
な
事
業
承
継
税
制
を
確
立
し
、
地

域
経
済
と
雇
用
の
担
い
手
の
中
小
企
業

を
守
れ
！

税
制
改
正
に
関

す
る
提
言
を
鶴
山

庄
市
会
長
と
米
澤

卓
也
副
会
長
が
馳

浩
石
川
県
知
事
に

渡
し
た
ほ
か
、
地
元

選
出
の
国
会
議
員

や
各
市
町
の
首
長
、

議
会
議
長
に
も
渡

し
、
実

現
を

要
望

し
ま
し
た
。

「
‐…―
，ィゝ
【
＝
，士‐‐ｈ
肝
蜘
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「能
登
を
忘
れ
な
い
」
と
の
信
念
で

地
域
経
済
の
一
層
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す

金沢法人会会長

鶴山庄市

2

第
四
上
回
法
人
会
全
国
大
会
を
高
知
県
で
開
催

令
和
八
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
活
動
を
実
施

令
和
八
年
度
の
税
制
改
正
ス
ロ
ー
ガ
ン



税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
対
す
る

御
理
解
と
御
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

書
か
な
い
確
定
申
告
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
ｅ
ｌ
Ｔ
ａ
ｘ

本
一
滲
・

令
和
八
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
公
益
社
団
法

人
金
沢
法
人
会
の
皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の
御
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

鶴
山
会
長
を
は
じ
め
と
し
て
貴
法
人
会
の
皆

様
方
に
は
、
平
素
か
ら
税
務
行
政
の
円
滑
な
運

営
に
対
し
ま
し
て
深
い
御
理
解
と
多
大
な
御
支

援
を
賜
り
、
本
誌
を
お
借
り
し
ま
し
て
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
「税
の
オ
ピ

ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
、
各
種
研
修
会
や

租
税
教
室
の
み
な
ら
ず

「税
に
関
す
る
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー
ル
」
や
「税
の
使
い
み
ち
総
選
挙
」

の
開
催
、
学
童
教
育
用
図
書
の
購
入
費
用
寄
贈
、

そ
し
て
ｅ
ｌ
Ｔ
ａ
ｘ
の
普
及
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
定
着
に
向
け
た
活
動
な
ど
、
様
々
な
活
動
を

展
開
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
全
て
の
活

動
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

税
務
署
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
「自
主
点
検
チ

エ
ツ
ク
シ
ー
ト
」
を
活
用
し
た
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
向
上
へ
の
取
組
や
ｅ
ｌ
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
促

進
、
税
務
研
修
会
等
の
開
催
な
ど
に
つ
き
ま
し

て
、
今
ま
で
以
上
に
連
携

・
協
調
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り

一

層
の
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
間
も
な
く
令
和
七
年
分
所
得
税
等
の

確
定
申
告
期
を
迎
え
ま
す
。
税
務
署
で
の
申
告

相
談
は
二
月
十
六
日

（月
）
か
ら
二
月
十
六
日

（月
）
ま
で
と
な
り
、
来
署
せ
ず
に
自
宅
等
で
申

告
手
続
が
完
了
す
る

ご

Ｉ
Ｔ
ａ
ｘ
申
告
」
を
推

進
し
て
お
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン

が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
自
宅
等
か
ら
ｅ
ｌ
Ｔ
ａ
ｘ

で
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
連
携
を
行
っ
て
頂
く
こ
と
に
よ
り
、

医
療
費
や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の
デ
ー
か
を
自

動
入
力
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
従
業
員
や
そ

の
御
家
族
の
方
々
に
も
御
周
知
頂
き
、
是
非
、

御
利
用
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
公
益
社
団
法
人
金

沢
法
人
会
の
益
々
の
御
発
展
と
新
し
い
年
が
会

員
の
皆
様
方
に
と
っ
て
幸
多
さ
年
と
な
り
ま
す

よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
咆
翻
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
Ｔ
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金沢税務署からのお知らせ

□電子申告等 情報

ALL e‐ Tax!

e―Tax申告法人の4社に3社が

△匠睦⑥匡毛区です]

キャッシュレス納付 !

ALL e―Taxのメリット

業務の効率化 ペーパーレス化  コスト肖J打載

て
団 徴収高計算書の作成        「源泉所得税のキヤッシュレス
ピ ダイレクト納付(自動ダイレクトを含む)納付体験コーナーJで検索

ビ インターネットバンキングによる納付

発送や税務署ヘ

行く手間を解消

郵送代、印刷代

交通費の削減 螂書類の保管場所が不要、

速隔地でも書類の確認可能
スマホでもできるよ

国税庁では、納税者や税理士の皆様の利便

性向上と税務行政の効率化のため、添付書類

(財務諸表や勘定科目内訳明細書等)を含めた

eイax(ALL e― Tax)を推進していま現

令和7年3月 に「源泉所得税のキャッ
シュレス納付体験コーナーJを開設し

ました。実1際の1画面 (e―Tax)を使つて
一連の流れを体験できま魂
※体験コーナーから、実際にe―Taxによる送信
や納付が行われることはありません。

駁 で き る 生 と !

パソコン操作やe‐Taxに不安の
ある方に特におすすめです!!

日確定申告はマイナポータル連携にお任せください

圏マイナポータル連携の対象はこちら麗

収入関係 I控除関係

■源泉所得の源泉徴収票※1       ■医療費※2
■公的年金等の源泉徴収票       ■′S、るさと納税

■株式の特定口座年間取引報告書    ・ 社会保険 (国民年金保険料等)※ 2
※1自 動入力の女寸象になるためには、お勤め先 (給与等

蜜  
■生 命 保 険・地 震 保 険

※2

支払者)が税務署にe Tax等で給与所得の源泉徴収不
を提出していること等の要件がありま現          ■ IDeCo

※2夏
発薯秦彊翌罪
箸窪髪ぜ嘉脇等爾室を垢落  ・住宅ローン控除関係 など

0令 和8年 1月 以降、収入関係については「生命保険契約等の一時金 年金J及び「損害保険契約等の満期返戻
金等・年金」(それぞれ対応する保険会社に限ります)が、控除関係については、ふるさと納税以外の一部の

寄附金が新たにマイナポータ)レ連携の対象となる予定です。詳しくは国税庁ホームページをご確認ください。

令和 7年分の申告 輔向税の期限及び振替納税利用者の振替 日

税  目          申告a納税期限  1振替納税利用者の振替日

申告所得税及ぴ復興特別所得税、贈与税  令和8年3月 16日 (月 ) 令和8年4月 23日 (木 )

消費税及び地方消費税         令和8年3月 31日 (火) 令和8年4月 30日 (木 )

4

マイナポータル連携の

詳細はこちら

辮

靱

連携に対応している

証明書発行企業等はこちら

代理人登録の

詳細はこちら

靱

3 確定申告情報



ん体験でエコ

令
和
七
年
九
月
二
十
二
日

（火
・祝
）
、
金
沢
港
ク
ル
ー

ズ

か

―

ミ

ナ

ル

に

て

「
Ｋ

Ａ

Ｎ

Ａ

Ｚ

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｋ

Ｉ

Ｄ
，
Ｓ

Ｆ
Ｅ
Ｓ
」
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
本
イ

ベ
ン
ト
は
、
地

域

の
人

々
、
特

に
子
ど
も
た
ち

に
税

へ
の
関
心
を
高
め

て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
メ
イ

ン
企
画

の

「税

の
使

い
み
ち
総
選
挙
」
は
、
金
沢
法
人
会
青
年
部

会
員
が
講
師
を
務
め
て
小
学
校

で
行

っ
て
い
る
租
税
教

室

の
集
大
成
と
し
て
実
施
さ
れ
、
授
業
を
受
け
た
児
童

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
千
二
百
以
上

の
ア
イ
デ
ア
の
中
か
ら

優
秀
作
品
を
選
出
。
各
学
校

の
代
表
児
童
が
ス
テ
ー
ジ

上
で
、
自
分
が
考
え

る
税

の
使

い
み
ち

に
つ
い
て
発
表

し
ま
し
た
。

ま
た
、
職
業
体
験
は
昨
年
よ
り
規
模
を
拡
大
し
、
全

二
十
八
ブ
ー

ス
を
設
置
。
屋
外

に
は
十
二
台

の
キ

ッ
チ

ン
カ
ー
が
並
び
、
職
業
体
験
ブ
ー

ス
を

二
か
所
回

っ
た

児
童

に
配
布
さ
れ
た
五
百
円
チ
ケ

ッ
ト
で
飲
食
を
楽
し

む
な
ど
、
働
く

こ
と
と
社
会

の
仕
組

み
を
学
ぶ

一
日
と

な
り
ま
し
た
。

28社が
藝加

Ｋ

，
Ｉ

Ｄ

，
Ｓ

Ｆ

Ｅ

Ｓ

を

今

集

ぢ

―

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
税
の
仕
組
み
ゎ
楽

ラ
ン
チ
を
と
り
な
が
ら
「交
流
会
」
を
実
施

―

今
年
も
夜
の
部
と
昼
の
部
の
二
部
制
で
―

ベド 上

ё

・^・， すれ

④

青
年
部
会

で
は
、
新
規
入
会
者
と
理
事
、
既
存
会

員
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
本ム
員
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
形
成
を
目
的

に
交
流
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
〈
中

和
七
年
は
七
月
の
夜
の
部

（前
号
で
報
告
）
に
続
い
て

十

一
月
二
十
日

（月
）
に
金
沢
駅
近
く
の
イ
か
リ
ア
ン

レ
ス
ト

ラ
ン
「
Ｄ
ａ

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
」
で
昼
の
部
を
開
催
、

食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
立
場
や
世
代
を
越
え
た
交
流

が
生
ま
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
親
睦
が
深
ま

り
ま
し
た
。

今
年
も
時
間
帯
別
の
二
部
制
で
実
施
し
た
結
果
、

例
年
を
大
き
く
上
回
る
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま

た
交
流
時
間
を
従
来
の
一
時
間
半
か
ら
二
時
間
に
延

長
し
、
さ
ら
に
景
品
付
き
の
く
じ
引
き
大
会
も
実
施
。

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
充
実
し
た
時
間
を
過

ご
せ
た
と
で
つ
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
満
足
度
の
高
い

一父
流
会
と
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

令
和
七
年
十

一
月
二
十
日
（木
▼
二
十

一
日
（金
）
に

開
催
さ
れ
た
全
国
青
年
の
集
い
に
参
加
し
、
山
梨
の
地

で
た
く
さ
ん
の
法
人
会
メ
ン
バ
ー
と
交
流
し
ま
し
た
。

全
国
七
十
万
社
か
ら
選
ば
れ
た
五
社
が
競
う
「健
康

経
営
大
賞
」
で
は
、
萩
野
塗
装
株
式
会
社
が
優
秀
賞
を

受
賞
。
社
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
の
整
備
や
医
療
費
補
償
、

ポ
ラ
ン
テ
イ
ア
手
当
、プ
ロ
テ
イ
ン
や
美
容
サ
プ
リ
補

助
な
ど
独
自
の
福
利
厚
生
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
発

表
し
、
社
員
の
健
康
管
理
や
働
さ
や
す
い
環
境
づ
く
り

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

メイン企画「税の使いみち総選挙」で受賞した曽さん。

全
国
青
年
の
集
い
山
梨
大
会
に
参
加

―

健
康
経
営
大
賞
で
萩
野
塗

交流会の会場は終始賑わつて。全国から約 1900人が参加。多くの会員と交流した。
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岬
令
和
七
年
九
月
十
八
日

（本
）
、
第
十
九
回

法
人
会
全
国
女
性
フ
オ
ー
ラ
ム
北
海
道
大
会

が
札
幌
市
の
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
、
金
沢
法
人
会
か
ら
参
加

の
十

二
名
を
含

む
約
千
六
百
名
の
女
性
部
会
員
が
全
国
か
ら

集
い
ま
し
た
。
大
会
に
先
だ
ち
、
全
国
の
女
性

部
会
役
員
の
代
表
に
よ
る
情
報
交
換
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
女
性
部
会
と
し
て
の
『食
品

ロ
ス
』
削
減
の
取
り
組
み
や
会
員
増
強
に
つ
い

て
活
発
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
女
性
部
会
の

活
性
化
に
向
け
て
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

2名

一協
一

大
会
本
番
、
「自
然
と
女
性
の
活
力
で
笑
顔

い
っ
ぱ
い
北
海
道
。
～
明
日
を

つ
な
ム」
う
―
未

来
に
つ
な
ご
う
１
～
」
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ

の
下
、
第

一
部
で
は
、
「
ス
ト
ー
リ
ー
あ
る
プ

ロ

デ
ュ
ー
ス
～
北
海
道
に
お
け
る
人
づ
く
り

。
モ

ノ
づ
く
り

。
地
域
づ
く
り
～
」
と
題
し
、
株
式

会
社
ク
リ
エ
イ
テ
イ
ブ
オ
フ
イ
ス
キ
ユ
ー
の
代

表
取
締
役

・プ

Ц
ア
ュ
ー
サ
ー
伊
藤
亜
由
美
氏

に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
第
二
部
の
式
典
で
は
、
主
催
者
挨
拶
、

来
賓
祝
辞
に
続
い
て
、
北
海

道
内
の
女
性
部
会

に
よ
る

租
税
教
育
活
動
の
事
例
等

が
発
表
さ
れ
、
大
会
宣
言
の

後
、
次
回
開
催
地
で
あ
る
埼

玉
県
連
に
大
会
旗
が
引
き

渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
行

わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
地
元

の
演
舞
チ
ー
ム
に
よ
る
Ｙ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー

ラ
ン

が
披
露
さ
れ
、
本ム
場
全
体
を

魅
了
し
ま
し
た
。

令
和
七
年
十

一
月
二
十
五
日
（火
）
、
金
沢
法

人
会
女
性
部
会
員
十
九
名
と
七
尾
法
人
会
女

性
部
会
員
八
名
が
七
尾
市
役
所
を
訪
問
し
、

「能
登
復
興
～
女
性
部
会
の
私
た
ち
が
で
き

る
こ
と
を
考
え
る
～
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
会
を

行
い
ま
し
た
。

初
め
に
、
七
尾
市
役
所
企
画
振
興
部
企
画

政
策
課
長
の
坂
下
正
仁
氏
か
ら

瓜
「
和
六
年

能
登
半
島
地
震
か
ら
の
復
興
に
向
け
て
」
と
題

し
、
被
災
地
の
現
状
に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か

ら
ご
説
明
頂
き
ま
し
た
。
続
い
て
、
船
崎
研
修

委
員
長
の
司
会
に
よ
り
、
茶
谷
義
隆
七
尾
市

長
と
七
尾
市
役
所
幹
部
の
方
、
「七
尾
市
地
域

づ
く
り
協
議
会
運
合
会
災
本
長
の
飯
田
伸

一
氏

を

交

え

て
座

談

会

を
行

い
ま
し

た

。
女

性

部

会
会
員
か
ら

の
様
々
な
質

問
に
対
し
茶

谷
市
長
は
丁

寧
に
回
答
さ

れ
、
復
旧

・復

興
に
つ
い
て
考
え
る
大
変
有
意
義
な
研
修
会

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た
和
倉
温

泉
に
移
動
し
、
巨
大
ク
レ
ー
ン
草
が
動
い
て
い

る
護
岸
工
事
や
高
層
ホ
テ
ル
解
体
工
事
の
現

場
を
視
察
し
ま
し
た
。
ま
た
、
再
建
工
事
中
の

美
湾
荘
で
七
尾
法
人
会
女
性
部
会
と
の
交
流

会
を
開
催

し
、
心
づ
く
し
の
美
味

し
い
料
理
を
頂
き
な
が
ら
懇
親
を

深
め
ま
し
た
。

女
性
フ
オ
ー
ラ
ム
北
海
道

・

呂

―

女
性
部
会
員
約
千
六
百

全
国
か
ら
札
幌
へ
―

大

被災地の現状につ

いて説日月を受けた

復興の最前線に立つ方々

による座談会。 七
尾
市
で
視
票
研
修
と
交
流
会
を
実
施

十

七
尾
法
人
会
女
性
部
会
と
と
も
に

七
尾
市
役
所
を
訪
ね
る
―

女性部会員の質問に茶谷市長が丁寧に

答えてくださつた。
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一
，
・　
一
， 一

一」絵＝
性

‥――
女
卜

・

令
和
七
年
十

一
月
十
五
日

（土
）
、
ホ
テ
ル
金
沢
で

令
和
七
年
度

「税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
三
一十
八
の
小
学
校
か
ら
千
八
十
二
通

も
の
応
募
が
あ
り
、
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
四
十
八

作
品
が
優
秀
作
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
に

は
、
北
田
実
都
雄
金
沢
税
務
署
長
、
日
展
会
友
の
大

丸
七
代
先
生
、
鶴
山
庄
市
金
沢
法
人
会
会
長
を
お
招

き
し
、
受
賞
者
三
十

一
名
と
そ
の
ご
家
族
を
、
大
人
気

の
法
人
会
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「け
ん
た
」
く
ん
が
出
迎
え

る
華
や
か
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。
受
賞
児
童
は
、
緊

張
し
つ
つ
も
嬉
し
そ
う
に
賞
状
を
受
け
取
り
、
ご
家

族
も
誇
ら
し
げ
に
そ
の
姿
を
写
真
に
収
め
て
い
ま
し

た
。女
性
部
会
で
は
来
年
度
も
租
税
教
室
や
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
、
多
く
の
児
童
に
納
税
の
意

義
や
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
租
税
教
育

活
動
を
活
性
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｌ
Ｅ
ア

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

―

受
賞
者
三
十
一
名
に
表
彰
状
を
授
与
―

受賞者一人ひとり

に表彰状が手渡さ

れた。

金沢税務署長賞を受

賞した中村慶司さん

(北田署長と)。

令和7年度「税に関する絵tよがきコンク…ルJ義彰式
公益社回法人 金沢法人会 女性部会

令)t法人会

m

入賞

おめでとう
ございます

食

編爛

1082通 の応募があつた中から、

掲載の8作品のほか住作 10作品、

入選20作品、努力賞10作品が

選tぎれました。

金沢税務 :
署長賞 と

FjF

金沢市立長坂台小学校
5年 東 昌澄さん

金沢市立森山町小学校

6年 谷内 楓さん

金沢市立小坂小学校

6年 高畑 希瑚さん

金沢市立額小学校
5年 中村 慶司さん

の 親  「

益

・　
・∵
ヽゝ

優秀賞

金沢市立犀桜小学校

6年 清水 千佳さん

樋翁疎 未②l
サ器 折

金沢市立犀桜小学校

6年 下川 以登さん

金沢市立泉野小学校

6年 松田 いとさん
金沢市立浅里デ田丁小学校

6年 稲生 実桜さん

浴、  イ

ら
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|

イベント

event

金
沢
城
リ
レ
ー
マ

法
人
会
チ
ー
ム
が

令
和
七
年
九
月

二
十
八
日

（日
ヽ
金
沢
城

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
ニ
〇
二
五
～
秋
の
陣
～
」
が

開
催
さ
れ
、
グ
リ
ー
ン
の
金
沢
法
人
会
ビ
ブ
ス

を
着
用
し
た
二
百
八
十

一
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が

秋
晴
れ
の
金
沢
城
公
国
内
を
駆
け
抜
け
ま
し

た
。
金
沢
法
人
会
か
ら
は

フ
ル
部
門
に
十

二

チ
ー
ム
、
ハ
ー
フ
部
門
に
十
二
チ
ー
ム
出
場
し
、

こ
の
内
、
フ
ル
部
門
を

三
時
間
三
分
五
十
三

秒
で
走
っ
た

「金
沢
法
人
会
Ｓ
チ
ー
ム
」
が
職

場
仲
間
部
門
の
百
二
十
四
チ
ー
ム
中
十
七
位

に
な
る
な
ど
、
一
一十
五
チ
ー
ム
全

て
が
完
走

し
ま
し
た
。

法
人
会
の
企
業
チ
ー
ム
の
ラ
ン
ナ
ー
は
家

族

や
友

人

た
ち

と
楽

し
い
時

間
を
過

ご
し
、

ブ
ー
ス

◆

日
時
／
令
和
七
年
九
月

◆
場
所
／
森

駅
束
広
場

混
成
チ
ー
ム
の
ラ
ン
ナ
ー
は
い
ろ
い
ろ
な
業

種
の
人
と
交
流
す
る
な
ど
充
実
し
た

一
日
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
会
場
に
集
ま
っ
た
多
く
の

人
々
に
法
人
会
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
有
意
義
な
事

業
活
動
に
な
り
ま
し
た
。

◆
日
時
／
令
和
七
年
十
一
月
十
四
日
（金
）

◆
場
所
／
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

ｎ
国
酎
Ｂ

◆
テ
ー
マ
・講
師

税
務
行
政
の

Ｄ
Ｘ
・将
来
像

金
沢
税
務
署
長

北

田

実
都
雄

∩
目
目
Ｂ

◆
テ
ー
マ
，講
師

大
相
撲

知

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

藤
丼

康
生
氏

◆
日
時
／
令
和
七
年
十
月
七
日
（火
）

◆
場
所
／
金
沢
商
工
会
議
所

◆
テ
ー

人
が

◆

日
時
／

◆

場
所
／
和
風
中
華

◆

テ
ー

マ
・
講
師

経
営
理
念
の
継
承
と
浸

～
最
近
の
パ
ー
パ
ス
事
例
を
含

金
沢
星
稜
大
学
経
済
学
部

教
授

一
‐‐１“押

◆

日
時
／
令
和
七
年
十
二
月
三
日

◆

場
所
／

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
、ウ
ン

◆
テ
ー
マ

講
師

　

〓

能
登
の
洒
蔵
復
興
に
向

～
激
動
の
酒
造
業
界
～

４
　

．

（株
）車
夕
酒
造
代
表
取
締
役

車
多

一
成
氏

タスキをつないで
金沢城公国内を疾走 1・ 下

◆

日
時
／

◆
場
所
／

内
灘
支
部

繋
が
り

経
営
を
学
び
、

語
り
含
お
う

やヽ ||・

◆  ム

◆
日
時
／
令
和
七
年
十
二

◆
場
所
／
金
沢
流
通
会
館

◆
テ
ー
マ
・
講
師

令
和
七
年
分
年
末
調
整
説

金
沢
税
務
署
害
理
専
門
官

上

田

美
穂
氏

♭
患
！

月
四
日

8

各1種

研修会

報告

祠
を
考
【え
る
週
理

協
賛
特
別
語
演
会

十
月
実
務
研
修
会

・票
崎
支
部
研
修
会

中
部
ブ
ロ
ツ
タ
研
修
会

間
屋
阿
支
部
研
修
会

iぎ



作文

ついての
不えに

令
和
七
年
度
入
避
作
品
よ
り

多
数
の
応
再
が
あ
っ
た
中
か
ら
、
公
益
社
回
法
人
金
沢
法
人
会

会
長
賞
を
受
賞
し
た
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

明
る
い
社
会
を
集
く
税
金

雄
三
年
沖
野
成
海

小
ほ
く
市

高
松
中
学

「そ
も
そ
も
税
金
っ
て
？
・≡
」の
作
文
を
書
こ

う
と
し
た
時
、
ラ】ん
な
堤
間
が
浮
か
ん
だ
。
消

費
税
、
所
得
税
、
自
動
車
税
な
ど
聞
い
た
こ
と

は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ

て
い
る
の
か
。
今
ま
で
消
費
税
く
ら
い
し
か
税
を

意
識
し
た
，ヽ
と
の
な
い
私
は
、
こ
の
機
会
に
調
べ

て
み
た
い
と
思
い
、
税
金
の
種
類
、
使
い
道
に
つ

い
て
調
べ
た
。

現
在
日
本
に
は
約
五
十
種
類
の
税
金
が
あ
る
。

住
ん
で
い
る
都
道
府
県
に
は
住
民
税
、
土
地
や

家
屋
を
所
有
し
て
い
る
な
ら
固
定
資
産
税
な
ど
、

消
費
税
以
外
に
も
身
近
に
税
金
が
あ
る
と
分
か

り
驚
い
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
集
め
た
税
金
は
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
る
の
か
。
調
べ
て
み
る
と
、
想
像
し
て
い

た
以
上
に
周
り
に
は
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
も

の
が
多
く
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
教
育
費
。
学
校

の
校
合
、
机
や
椅
子
、
教
科
書
、
俗
食
。
私

達
の
学
校
生
活
と
税
金
の
関
わ
り
は
と
て
も
添

咤

ま
た
、
ウ」の
作
文
を
書
く
に
当
た
っ
て
母
と

話
し
た
際
、
か
ほ
く
市
で
は
、
高
校
生
が
通
学

す
る
た
め
に
必
要
な
定
期
券
の
購
入
費
用
を
助

成
す
る
制
度
が
あ
り
、
私
の
兄
も
利
用
し
て
い

る
，こと
を
教
え
て
く
れ
た
。
，ｔの
制
度
に
よ
っ
て
、

経
済
面
で
行
き
た
い
学
校
を
謙
め
ざ
る
を
得
な

い
人
も
、
自
分
の
希
望
を
捨
て
ず
に
行
き
た
い

学
校
に
追
え
る
。
そ
し
て
そ
の
選
択
が
、
そ
の

人
の
未
来
を
変
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
考

え
る
と
、
税
金
に
は
と
て
も
大
き
な
良
い
影
響

力
が
あ
っ
て
、
有
り
難
い
も
の
だ
と
感
じ
た
。

ま
た
、
社
会
保
障
に
関
わ
る
，ｔと
に
も
多
く

使
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
年
金
、
介
護
施
設

や
保
育
所
の
設
置
、
医
療
機
関
の
整
備
な
ど
だ
。

私
も
こ
の
税
金
に
助
け
ら
れ
た
う
ち
の
一
人
だ
。

私
は
以
前
、
ニ
カ
月
ほ
ど
入
院
し
た
経
験
が
あ

る
。
お
金
の
負
担
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
退
院
後
両
親
に
尋
ね
る
と
、
か
か
っ
た

費
用
？
っ
ち
、

一
部
は
助
成
さ
れ
、
支
払
う
の

は
少
額
で
済
ん
だ
ん
だ
よ
、
と
言
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
初
め
て
、
私
違
学
生
の
う
ち
は
税
金
が

医
療
費
を
支
援
し
て
く
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。

税
金
の
お
陰
で
、
病
気
に
な
っ
て
も
費
用
の
面

を
心
配
せ
ず
に
病
院
に
行
け
る
の
だ
と
思
う
と
、

税
金
は
健
康
に
生
き
て
い
く
た
め
に
も
大
切
な
、

と
て
も
偉
大
な
も
の
だ
と
思
っ
た
。

こ
の
作
文
を
書
く
前
、
私
は
税
金
に
対
し
て

何
と
な
く
マ
イ
ナ
ス
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。
し

か
し
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
今
の
生
活
は
ど
れ
ほ

ど
税
金
に
助
け
ら
れ
て
い
る
の
か
を
実
感
で
き

た
。
税
金
は
全
て
の
人
が
支
払
い
、
そ
の
支
払

っ
た
も
の
が
必
ず
自
分
、
そ
し
て
誰
か
の
支
え

に
な
っ
て
い
る
と
思
う
と
、
税
金
を
支
払
う
こ
と

は
よ
り
良
い
社
会
を
集
く
た
め
に
必
要
不
可
欠

だ
と
感
じ
た
。
税
金
の
あ
り
が
た
み
が
分
か
っ

た
分
、
私
に
で
き
る
ウ」と
は
口
々
不
自
由
な
く

暮
ら
せ
て
い
る
ウ」と
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
今
後
も
生
活
し
て
い
く
う」と
だ
と
思
う
。

そ
し
て
数
年
後
に
は
、
白
分
が
こ
の
回
に
貢
献

で
き
る
こ
と
に
誇
り
を
も
っ
て
、
税
金
を
納
め
て

い
去
テ
．に
い
。

【法
大
会
員
】

（同
）
金
澤
し
よ
こ
ら

（有
）
北
国
ジ
ョ
ン
ソ
ン
ボ
イ
ラ

（株
）
清
森
達
士
映
像
デ
ザ
イ
ン
事
務
所

み
ら
い
創
建
（株
）

あ
さ
ひ
恵
ヘ
ル
ス
ケ
ア
（株
）

富
商
不
動
産
（株
）

Ｍ
Ｕ
（同
）

豊
幸
サ
ー
ビ
ス
（同
）

モ
ト
ア
ー
ト

サ
サ
キ
（有
）

（株
）
Ｓ
Ｓ
Ｋ
精
工

（株
）
サ
ン
ヨ
ー
機
械

（株
）
ゑ
ん
総
サ
ー
ビ
ス

（株
）
ひ
ま
わ
り

（株
）
ふ
ら
ん

ど
―
る

（株
）
Ｙ
Ｓ
Ｋ
ラ
イ
フ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

（株
）
Ｙ
Ｄ
Ｓ

セ
ル
フ

エ
ー
（株
）
金
沢
支
社

（株
）
茶
庵

Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
（株
）

（株
）
カ
ガ
・ロ
イ
ヤ
ル

（株
）
Ｈ
Ｋ
Ｓ

（株
）
村
田
建
工

【個
人
会
員
】

サ
ロ
ン
Ｅ
′
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｔ

◆
日
時
／
令
和
七
年
十
一
月
六
日
（本
）

◆
場
所
／
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

◆
テ
ー
マ
・講
師

（１
）
年
本
調
整
の
し
か
た

（２
）
法
定
調
書
・ダ
イ
レ
ク
ト

納
付
等
に
つ
い
て

（３
）地
方
税
に
つ
い
て

益
剛
棚
鶴
腱
．担
当
者

加
藤
あ
さ
き

百
川
憲
太
郎

清
森
　
連
士

林
　
　
賢

一

間
　
　
〈思
華

木
村
　
吐
相
之

浅
下
　
晴
幹

越
野
　
吐
賀

佐
々
本
龍
人

佐
々
木
潤

一

Ｌ

ａ

Ｃ

ａ

ｃ

ｈ

ｅ

ｔ

ｔ

ｅ

藤
田
　
裕

一

中
田
　
　
諒

三
浦
　
恵
子

金
岩
　
重
典

高
崎
　
将
宗

山
崎
　
英
紀

大
島
　
公

一

中
川
乃
布
彦

東
　
　
克
也

江
尻
　
道
代

橋
本
　
〕不
保

村
田
　
正
孝

三
浦

中
村

濯
追

大
鋸

由
美

匠
太

雅
也

佳
輝

浜
辺
行
政
書
士
事
務
所

Ｍ

Ａ

Ｒ

Ｃ

Ａ

Ｒ

Ｔ

9

年
末
調
整
説
明
会

新
会
員
紹
介

（令
和
七
年
四
月

一
日
か
ら

十
月
三
十

一
日
ま
で
）

◆
法
人
名
　
◆
代
表
者
名
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座右の銘0努力に勝る天才なし

お客様に信頼される

パートナーであり続ける

会
社
と
共
に
生
き
た
二
十
年
、

次
世
代
へ
の
架
け
橋
に

沖
津
商
事
株
式
会
社
は
昭
和
五
十
七
年
六

月

一
日
に
創
業
、
当
初
は
金
沢
競
馬
場
に
東
を

搬
入
す
る
仕
事
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
た
っ
た

二
名
か
ら
始
ま
り
、
現
在
の
従
業
員
は
四
十

名
と
な
り
ま
し
た
。

業
務
は
六
部
門
と
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

私
は
平
成
七
年
七
月
に

一
事
務
員
と
し
て
入

社
後
、
不
動
産
業
、
そ
の
後
主
に
保
険
代
理
店

業
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
ア
フ
ラ
ッ

ク
生
命
保
険
株
式
会
社
、
三
一井
住
友
海
上
火

災
保
険
株
式
会
社
の
代
理
店
と
し
て
地
域
の

皆
様
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
日
々

お
仕
事
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
保
険
事

業
部
は
現
在
四
名
の
社
員
が
毎
日
奮
聞
し
て

お
り
ま
す
。
平
均
年
齢
も

二
十
六
歳
と
若
く

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
元
気
が
あ
り
、
活
気
に
満
ち
た

雰
囲
気
の
中
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
何
よ
り

若
い
人
達
の
成
長
が
楽
し
み
で
わ
く
わ
く
し

て
お
り
ま
す
。

そ
の
一
方
、
私
の
業
務
と
し
て
会
社
全
体
の

経
理
総
務
を
担
っ
て
お
り
、
多
忙
な
毎
日
で
は

あ
り
ま
す
が
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
お

り
ま
す
。
私
は
先
代
の
社
長
、
現
社
長
と
苦
楽

を
共
に
し
、
本本
社
経
営
に
携
わ
り
、
そ
し
て
現

在
、
次
期
後
継
者
と
も
仕
事
を
共
に
し
、
一二
代

に
わ
た
り
こ
の
会
社
で
人
生
を
過
ご
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
間
、
常
に
思
う
こ
と
は
、
従
業
員
、

お
客
様
、
メ
ー
カ
ー
の
皆
様
そ
し
て
友
人
、
知

人
、
家
族
、
そ
の
全
員
の
方
の
お
か
げ
で
こ
こ

ま
で
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
。

全
て
の
人
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

こ
の
気
持
ち
を
何
時
も
心
に
刻
ん
で
お
り
ま

す
、
私
は
生
か
さ
れ
て
い
る
ん
だ
と
。
決
し
て

奢
ら
ず
こ
の
精
神
を
後
輩
た
ち
に
受
け
継
い

で
も
ら
い
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
成
長
し
続
け

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
弊
社
は
従
業
員
の
懇
親
を
は
か
る

た
め
忘
新
年
会
、
慰
安
会
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、
テ

ニ
ス
大
会
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
な
ど
福
利
厚

生
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
来
年
は
何
処
へ

行
ウ」
う
か
な
～
、
次
は
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
を
や

ろ
う
か
な
～
と
、
従
業
員
の
意
見
を
参
考
に
企

画
し
て
お
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
笑
顔
は
私
の

宝
物
で
す
。
そ
し
て
風
通
し
の
良
い
こ
の
環
境

が
私
だ
け
で
は
な
く
、
み
な
の
明
日
へ
の
活
力

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

個
人
と
し
て
も
旅
行
は
大
好
き
で
す
。
国
内

で
は
沖
縄
が
好
き
で
、
特
に
離
島
で
の
滞
在
が

心
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
、
幾
度
と
な
く
訪
れ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
温
泉
好
き
で
、
ラ」
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
秘
湯
に
足
を
運
び
た
い
で
す
。
並
日
段
は
銭
湯

で
癒
さ
れ
て
ま
す
が
。
た
し
な
む
程
度
で
す
が
、

む
だ
に
歴
だ
け
が
長
い
ゴ
ル
フ
の
後
は
、
湯
舟

に
ゆ
っ
く
り
つ
か
り
、
そ
の
後
マ
ッ
サ
ー
ジ
に

行
き
、
夜
に
は
美
味
し
い
お
酒
を
香
む
。
ウ」
れ

が
私
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
で
す
。
年
相
応
に

無
理
が
効
か
な
い
身
体
で
は
あ
り
ま
す
が
、
上

手
に
付
さ
合
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ほ
っ
と
す
る
ひ
と
時
は

伸
良
し
家
族
と
の
回
彙
で

私
生
活
で
は
介
護
生
活
の
母
に
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
て
も
ら
い
た
く
て
月
に
一
回
兄
弟
、

子
ど
も
家
族
が
実
家
に
大
集
合
。
総
劉
十
五
人

か
ら
二
十
人
集
ま
り
、
食
事
を
し
た
り
、
深
夜

ま
で
話
し
た
り
と
、
ハ
ロ
宿
さ
な
が
ら
で
、
中
尾

家
の
毎
月
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
大
勢
が
実
家
に
泊
ま
る
の
で
、
食
事
の
献
立

に
い
つ
も
頭
を
悩
ま
せ
て
お
り
ま
す
。
ウ」
の
家
族

の
存
在
は
何
よ
り
大
切
で
、
何
に
も
代
え
が
た

い
も
の
で
す
。
辛
い
時
も
苦
し
い
時
も
嬉
し
い

時
も
楽
し
い
時
も
、
家
族
の
存
在
が
あ
れ
ば
こ

そ
、
ウ」
う
し
て
私
は
生
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
人
生
の
終
盤
を
迎
え
ま
す
。
仕
事

で
は
こ
れ
か
ら
会
社
を
牽
引
し
て
い
く
若
者
達

の
育
成
に
尽
力
し
、
ハ本
社
の
更
な
る
成
長
を
願

い
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
様
に
少
し

で
も
恩
返
し
が
出
来
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
私
は
と
て
も
幸
せ
な
人
生
を
送
ら
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。
す
べ
て
の
方
に
「あ
り
が
と

乏ヽ

の
言
葉
を
贈
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

瀬津商事 (株 )
金沢市神宮寺3-911
TEL 076-253-3000

専務取締役 中尾 裕子

(2025年 慰安会
(北海道)

▼保険事業部スタツフ
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み
な
壇
を
彩

る
、
愛
ら

し

い
瀬

の
詳

・
山

の
詳
型

ツ
】
ン
の
形
で
す

文
化
の
中
で
華
や
か
で
大
ぶ
り
な
飾
り
菓
子

に
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
ど
年
は
見
か
け

な
く
な
り
ま
し
た
が
婚
礼
の
引
き
出
物
に
も

使
わ
れ
、
半
紙
に
包
ん
で
お
裾
分
け
と
し
て
ご

近
所
推
配
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
か
。

飾
り
終
え
た
金
花
糖
は
小
さ
く
砕
い
て
料

理
の
味
付
け
や
コ
ー
ヒ
ー
に
入
れ
て
使
う
人

が
多
い
よ
う
で
す
。
昔
は
全
国
各
地
で
そ
の
上

地
の
風
土
、
風
習
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
金
花
糖

が
作
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、
現
在
は
新
潟
や

長
崎
な
ど
一
部
地
域
に
残
る
だ
け
。
春
の
店
先

に
当
た
り
前
の
よ
う
に
金
花
糖
が
並
ぶ
、
そ

ん
な
金
沢
の
光
景
を
大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。

全
花
糖

女
の
子
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
飾
ら

れ
る
・ひ
な
人
形
。
時
代
ご
と
に
お
人
形
の
顔

付
き
や
装
末
、
飾
り
方
が
移
り
変
わ
る
中
で
、

変
わ
ら
ず
供
え
ら
れ
て
き
た
の
が
金
花
糖
で

す
。
一
生
食
う
に
困
る
こ
と
な
く
穏
や
か
に
暮

ら
し
て
は
し
い
と
の
思
い
か
ら
で
し
ょ
う
か
、

鯛
、
あ
わ
び
、
あ
け
ぴ
、
桃
独

ど
海
山
の
幸
を

か
た
ど
っ
た
愛
ら
し
Ｌ
ぴ
糖
菓
子
が
籠
や
二

方
に
盛
ら
れ
て
い
ま
す
。
娘
の
幸
せ
を
願
う
気

持
ち
が
込
め
ら
れ
た
金
花
糖
は
、
金
沢
の
ひ

な
祭
り
に
欠
か
せ
な
い
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
説
に
よ
る
と
、
金
花
糖
の
ル
ー
ツ
は
江
戸

時
代
洛
南
姿
菓
子
と
し
て
長
崎
に
伝
わ
っ
た

金
平
糖
や
有
平
糖
と
言
わ
れ
、
金
沢
で
は
第

十
二
代
藩
主
斉
泰
公
へ
の
献
上
品
と
し
て
作

ら
れ
縫

「に
ら
み
鯛
」
が
始
め
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
に
ら
み
鯛
と
言
え
ば
京
都
の
お
正
月
に

食
べ
ら
れ
る
尾
頭
付
き
の
鯛
の
塩
焼
き
。
こ
の

金

お
目
出
度
い
鯛
を
、
当
時
は
金
に
並
鎖
ほ
ど

の
価
値
が
あ
っ
た
砂
糖
に
置
き
換
塊
た
金
花

糖
は
贈
答
に
用
い
ら
れ
、
金
沢
の
武
家

ミ  :,

昭和中期まで

見られた豪華

な御殿含ゆり。

一つひ とつ

て職人さんの手作りで

気温や湿度などが仕上がりに影響するた

＼

鉢鳥雇震9就新梶七齢犀響、
出来上がった空洞の砂糖菓子をよく乾燥s

士い時代の内泉ぴなは大型、
さて全花務は…?

内裏びなは天皇・皇后を象徴するとされ、

昔は大きなものが飾られたとか。戦災を免

れた金沢には、古くから伝わるものが焼ける

ことなく大切に残されてきました。金沢くらし

の博物館が所蔵する江戸後期の内裏びな

は5組、大きいものは高さ40セ ンチもあるそ

うです。さて、どんな豪華な金花糖が飾ら̀れ

ていたのでしょうか。

精鞭女な細工の冠が目を引く江戸期の人形。

【協力・写真提供】金》ばら のヽ博物常
ケ石川県観光建盟_

ヽ
マ

⑤
の
と
牡
蠣

日

あ
ま
め
は
ぎ

《
の
と
牡
幅
》
能
登
の

里
海
で
育
ま
れ
た

冬
の
昧
覚
。
餌

で
あ
る
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
が
多
く
、

わ
ず
か

一
年
で
肉
厚
で
甘
み
が
多
い
牡
蠣
に
成
長

し
、
出
荷
さ
れ
ま
す
。

《
あ
ま
め
は
ぎ
》
口
炉
一裏
に
長
く
あ
た
っ
て
い

る
と
で
き
る
「ア
マ
メ
宏
思
け
だ
こ
と
を

「剥
ぎ
取

る
」
と
い
う
意
味
合
い
を
持
つ
神
事
。
怠
け
心
を

戒
め
る
と
と
も
に
家
々
の
災
厄
を
払
う
た
め
、
年

の
瀬
の
能
登
地
方
で
行
わ
れ
る
伝
統
行
事
で
す
。
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ハイパーメディカル
⑫会社で入る医療補償

ハイパー任意労災
⑫政府労災の上乗せ補償

′●缶法人会の 0 ⑬ ′o■法人会の

業務災害総合保険
疾病入院医療費用保険金・
疾病入院医療保険金等セツト

業務災害総合保険
地震・噴火,滓波危険補償特約

等セット

日uslnessCuard AIC損保

この広告は保険の概要をご説明したものです。 (22‐073001)

※本サービスはAIG損害保険株式会社がティーペック株式会社に委託してご提供します。ご契約の内容により、ど利用可能なサービスが異なりますので、お問い合わせください。

AIC損害保険株式会社
|

金沢支店 〒920-0919石 川県金沢市南町4-60金沢大同生命ビル2F
TEL 076-222-0005 FAX 076-222-1287

年前 9時～午後 5時 (土 日・祝日・年末年始を除く)

会員企業をサポートする、AIG損保のリスクソリューション

お問合せ先

URL:https:〃www.aigico.jP/sonp0

AIC

0電 話 相 談 サ ー ビス ω4時間電話健康本日談・介謝日談ホットライ功 0メ ン ダ ル ケ ア カ ウン セ リング サ ー ビス
0セカンドオピニオンアレンジサービス    o生 活習慣病サポートサービス

の福琴u厚生サービス※

三
月
定
例
研
修
会

Ｇ

研
修
会
の
ご
案
内

日
時
／
令
和
八
年
二
月
十
二
日
（金
）

十
四
時
～
十
五
時
二
十
分

場
所
／
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

コ
ン
ペ
ン
シ
ヨ
ン
ホ
ー
ル

講
師
／
地
政
学
・戦
略
学
者
　
奥
山

真
司
氏

演
題
／
世
界
の
未
来
が
見
え
て
く
る

～
今
こ
そ
知
り
た
い
地
政
学
～

一
九
七
二

年
生
ま
れ

、

横
浜
市
出
身
。

カ
ナ
ダ
の
プ

リ

テ
イ
ッ
シ

ュ
・
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
を
卒

業

、
英

国

レ

デ
イ
ン
グ
大
学
大
学
院
で
修
士
号
と
博
士
号
を

取
得
。
戦
略
学
博
士
。
多
摩
大
学
大
学
院
客
員

教
授
、
国
際
地
政
学
研
究
所
上
席
研
究
員
、
拓

殖
大
学
大
学
院
非
常
勤
講
師
。

社
員
教
育
や
自
己
研
鑽
の
ツ
ー
ル
と

し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

一
流
の
講
師
陣
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
が
五
百
タ
イ

ト
ル
以
上
！
法
人
会
会
員
の
方
は
、映
像
と
音
声
に

よ
る
本
格
的
セ
ミ
ナ
ー
を
無
料
で
受
講
頂
け
ま
す
。

を
ご
入
力
く
だ
さ

北
陸
税
理
士
会
で
は
次
の
日
程
で
確
定
申
告
期

の
無
料
税
務
相
談
を
行
い
ま
す
。

◆

会
場
で
の
ご
相
談

日
時
／
令
和
八
年
二
月
七
日
（土
▼
十
四
日
（土
▼

二
十
一日
（土
）
　

九
時
～
十
六
時

場
所
／
税
理
士
会
館
（金
込
巾
北
安
江
千
四
‐上◆

多
く
の
方
に
ご
利
用
頂
く
た
め
、初
回
の

方
に
限
定
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

◆

電
話
に
よ
る
ご
相
談

日
時
／
令
和
八
年

二
月

二
十

一
日
（土
）

九
時
～
十
六
時

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
〇
七
六

‐
三
二
二

‥
三
六

三
二

（当
日
の
み
の
専
用
回
線
）

無
料
相
談
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
北
陸

税
理
士
会
金
沢
支
部
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
〇
七
六

‐
三
二
三

‐

一
八
四

一

令
和
八
年
五
月
二
十
八
日
（木
）
に
第
十
四

回
通
常
総
会
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
次
号
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

この D/バスワードで
どなたでもご覧預けま現

セ
ミ
ナ
ー
・オ
ン
デ
マ
ン
ド

税
理
士
会
に
よ
る
無
料
相
談
会

事前
予約制

ご
案
内ほうじん金沢第239号
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